
ダッシュボードによる可視化

学習eポータル機能を搭載した高知県学習支援プラットフォーム「高知家まなびばこ」で実現する教育データ利活用
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高知県学習支援プラットフォーム「高知家まなびばこ」

学習eポータル機能
◎ ユーザー認証（SSO）
◎ 各種デジタルツールとの標準
仕様による連携

◎ 学習者情報管理
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フェーズⅠ
１人１台端末環境の日常化

▶学習支援プラットフォーム「高知家まなび
ばこ」の構築

▶高知県Googleアカウントを発行・管理
▶デジタルツールの開発・更新

フェーズⅡ
各種ログのビッグデータ化

▶各種デジタル教材から得られる児童生
徒の様々なデータを学習支援プラット
フォームに収集・蓄積し、ダッシュボードで
視覚化

フェーズⅢ
学習各種データの分析・活用

▶学習履歴（スタディ・ログ）、生活履歴
（ライフ・ログ）指導履歴（アシスト・ロ
グ）等の経年・相関分析から指導の個
別化・学習の個性化につながる活用を
提案

自治体・学校のニーズに
応じたデータベースの運用



デジタルドリルで収集・蓄積した

スタディ・ログの活用例

教科、領域、単元、内容のまとまり等、さまざまな範囲の学習履歴の経年比較ができま
す。このことで、児童生徒の学力の伸びや学び残しが把握でき、学習指導の検証、改善
につながります！

個別最適な学びの実現

支援

・加力・家庭学習の内容に反映する。
・授業中の具体的な個別支援につなげる。

0 20 40 60 80 100

(8)そろばん

(7)四則に関して成り立…

(6)数量の関係を表す式

(5)分数のたし算・ひき算

(4)小数のわり算

(4)小数のたし算・ひき算

(4)小数のかけ算

(3)整数のわり算

(2)概数と四捨五入

(1)整数の表し方

0 50 100

(6)数量の関…

(5)分数のたし…

(4)分数の意…

(3)小数のわり算

(3)小数のかけ算

(2)整数と小数

(1)約数、倍数

(1)偶数、奇数

【小４】 【小５】

きもちメーター・気づき入力で収集・蓄積した

ライフ・ログの活用例
気になる兆候や気づきを早期に集約、管理職や関係する教員と共有できること
で、組織的な早期対応・支援につながります！早期対応・早期支援の強化

きもちメーターと気づき入力、日常の様子を重ね
ることで、具体的な声がけや配慮につなげる。

Cさんは毎週明けの気持
ちが下がっているので、意
図的な声がけを行う。

Dさんは水曜日に職業体験
先で態度を評価されたこと
で気持ちが上向いていると
考えられる。校内でも肯定
的な声がけを続けていく。
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Ａ 数と式 Ｂ 図形 Ｃ 変化と関係 Ｄ データの活用

３年 ４年 ５年

さらに、「数と式」の領域を見
ると、「分数のたし算・ひき算」
の定着度が下がっている。

支援

２年前と比べると「データ活用」の領域が伸びている。
「数と式」の領域の定着度が下がっている。

さらに、「分数のた
し算・ひき算」を見
ると、「通分」の定
着度が低い。
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まとめ

ツール
使用例

形成的評価
授業を進めていく過程で
児童生徒個々の習得度
合いを評価

評価ツール例

総括的評価
単元終了後に児童生徒
個々の単元を通した習
得度合いを評価

評価ツール例

MEXCBT
(文科省)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾞﾘﾙ
(業者)

算数単元
テスト(県)

結果 問１ 問２ 問３ 正答率

Aさん ○ ○ ○ 100%

Bさん ○ ○ × 67%

Cさん × × × 0%

正答率 90% 70% 45% 68%

評価ツールを使用した単元計画例【小算５年】

＜形成的評価分析＞
分数のたし算・ひき算 「通分」

結果
奇数
偶数

倍数
約数

分数
小数

たし算
ひき算

分数
時間

正答率

Aさん ○ ○ ○ ○ × 80%

Bさん ○ × ○ ○ × 60%

Cさん ○ ○ × ○ × 60%

正答率 95% 80% 75% 70% 35% 71%

＜総括的評価分析＞
偶数と奇数～分数のたし算・ひき算

小単元終了時にデジタルドリル(業者)を実施し形成的評価を行い、
単元終了時に算数単元テスト及びMEXCBTを実施し総括的評価を行う

Ｃさんの理解度が低い

クラス全体として問３の学習内容の理
解度が十分でない

➡加力学習で個別指導

➡授業における特別な支援・配慮

➡加力学習で重点的な取組

➡家庭学習で重点的な取組

個別
最適

➡指導計画の見直し・改善

個別
最適

指導
改善

形成的評価分
析で見いだした
取組の成果が
総括的評価に
現れているか

Ｃさんの学習の理解度について

➡形成的評価で「分数のたし算・ひき算」は理
解度が低かったが、総括的評価では学習の

理解が見られる結果となっていることから、個
別最適な指導・支援が効果的であっ
たと考えられます。

クラス全体として「分数と時間」の理解度が十分でない

➡総括的評価で学習の理解度が低かったこと

から、形成的評価分析を見直し、個別
最適な指導・支援を再考する必要があります。
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データの可視化によって

自ら学びを調整する

児童生徒が自らの状態を様々なデータも
活用しながら把握し、自らに合った学習の
進め方を考えることができます。

データを基にした

弾力的な教育課程の編成

学習指導要領でも各学校において創意
工夫を生かした教育課程の編成が求めら
れていますが、収集した各種データを基に
各校の強みや弱みを把握することで、効
果的な指導計画の立案につながります


